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「訪日外国人に対する適切な医療等の確保に向けた総合対策」の主な進捗
状況
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• 訪日外国人旅行者に、海外旅行保険加入を促すチラシを作成し、出国前・出国後の様々な
機会を捉えて、旅行保険加入を勧奨するとともに、その効果を検証した。

2．旅行保険への加入の勧奨

3．「訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関」の選定

1．外国人観光客の医療等の実態調査

• 「訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関」は、平成30年度追加選定の結果、約1,600機
関（対前年比28％増）に達した。

• これら医療機関の情報は、日本政府観光局（JNTO）のホームページ及びアプリにて検索
可能。

• 訪日外国人向けに、旅行中の怪我・病気の発生状況、医療費をカバーする旅行保険の加入
率等を調査。
<調査地点：成田空港、羽田空港、関西空港、新千歳空港、博多港、那覇港>
<回答者数：3,000名>

• 旅行業者、宿泊施設向けに、訪日外国人旅行者が怪我・病気になった際の対応や感じてい
る課題等を調査。
<回答者数：旅行業者125社、宿泊施設475施設>



• 訪日外国人旅行者のうち旅行中に怪我・病気になったのは全体の5％で、その約６割が「風邪、熱」
であった。

• 怪我・病気になった訪日外国人旅行者のうち約３割(全体の1.5％に相当)が医療機関に行く必要性を
感じたと回答。なお、医療機関にて医療サービスを受けた人のうち、不満を感じた人はいなかった。

1．外国人観光客の医療等の実態調査 ①（平成30年度 訪日外国人向け調査）

訪日旅行中に、怪我・病気になった割合（n=3,000)

152

調査地点 成田空港、羽田空港、関西空港、新千歳空港、
博多港、那覇港

調査日 平成30年11月～平成31年2月

回答者数 3,000人

<調査概要>
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（参考）医療機関で受けた医療サービスの満足度（n=19)

訪日旅行中になった怪我・病気の割合（n=152)

医療機関に行く必要性を感じた割合（n=152)
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• 旅行中に不慮の怪我・病気になったときの医療費をカバーする旅行保険の加入率は、昨年度調査と同等
の73%。

• 旅行保険加入方法は、いずれの地域の旅行者も旅行代理店等の特定の場所で購入する割合が高い。

今回の訪日旅行における怪我・病気になったときの医療費をカバーする旅行保険の加入状況 （n=3,000)

1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ②（平成30年度 訪日外国人向け調査）

その他 118

欧米豪 376

東南アジア 374

東アジア 2,132

全体 3,000

特定の場所で購入

特定のサービスなどに付帯

下記両方

旅行保険に加入していない

持っているクレジットカード、購入した航空券、
購入した旅行パッケージ
他に団体で加入している保険等

3

旅行代理店、保険会社WEBサイト、
航空会社のWEBサイト、空港旅行保険比較サイト、
他に加入している保険の販売員から購入等
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• 旅行保険の加入方法として、全体、東アジア、東南アジアでは「旅行代理店で購入する」割合が高い。
• 一方、欧米豪では、「クレジットカードに付帯」と回答する割合が最も高い。

1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ③（平成30年度 訪日外国人向け調査）
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今回の訪日旅行における怪我・病気になったときの医療費をカバーする旅行保険の加入状況（地域別・詳細） （n=3,000、複数回答)
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• 旅行保険に加入しなかった理由として最も多かったのは、「加入する必要がないから」(36％) 。
引き続き高いレベルながら、昨年度調査から約10%ダウンした。

• 次いで、「加入する意識がなかった」（23％）「旅行保険があると知らなかった」（21％）。

1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ④（平成30年度 訪日外国人向け調査）
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• 旅行保険未加入と回答した人に対して、医療費が高額となった場合の支払い方法を尋ねたところ、
仮に医療費が20万円程度となった場合には、63％がクレジットカードで支払うと回答した。

• 仮に医療費が20万円程度になった場合には、日本でも帰国後でも支払う方法がないと回答したのは
5%となった。医療費が500万円程度になった場合には、同割合が11％まで増加。

1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ⑤（平成30年度 訪日外国人向け調査）
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その他

欧米豪

全体

東アジア

東南アジア

医療費が高額となった場合の支払い方法 （n=806)

日本の親戚・知人に立て替えてもらう その他の方法で支払う

帰国後、自分の金融資産から一括で支払うクレジットカードで支払う 日本でも帰国後でも支払う方法がない

帰国後、分割払いで支払う

帰国後、企業や団体からお金を調達して支払う

その他

欧米豪

全体

東アジア

東南アジア

〔医療費が２０万円程度（例：インフルエンザの治療）となった場合〕 〔医療費が５００万円程度（例：急性大動脈解離の治療）となった場合〕



1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ⑥（平成30年度 訪日外国人向け調査）
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• インバウンド旅行保険の告知を見た人は、地域を問わず、約1割にとどまった。東京海上日動・損保ジャパン日本興
亜が販売しているインバウンド旅行保険の加入割合は全体の2%程度であった。

• インバウンド旅行保険を知っていた場合の加入意欲は地域間で大きく異なるが、東アジアでは36％、東南アジアでは
50％が「加入したと思う」と回答し、一定の需要があることが確認された。ただし、加入するには、「出発前」にイ
ンバウンド旅行保険の存在を認知する必要があると回答した人が全体の約8割にのぼる。

インバウンド旅行保険の告知を見たかどうか （n=3,000) 当該インバウンド旅行保険の告知を知っていた場合、加入したと思うか
（n=2,487)

インバウンド旅行保険の認知度、購入有無 （n=3,000) どこで当該インバウンド旅行保険を認知していたら加入したと思うか
（n=893)



これまでに、旅行中に怪我や病気になり、医療機関に行くことが必要になった「外国人旅行者」はいるか

• 旅行業者・宿泊施設に対して、訪日外国人旅行者が怪我・病気になった際の対応や感じている課題
等に関するアンケート調査を実施した。

• 約半数の旅行業者・宿泊施設ではこれまでに旅行中の外国人旅行者が怪我・病気になったことがあ
ると回答した。そのうちの多くでは、外国人旅行者が医療機関に行くことが必要になったと回答し
た。

1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ⑦（平成30年度 旅行業者・宿泊施設向け調査）

<調査概要>
調査方法 調査票は業界団体等を通じて観光庁より配

布。インターネットのサイトから回答
調査期間 平成30年11月～平成31年1月
回答者数 旅行業者 125社、宿泊施設 475施設

これまでに「外国人旅行者」が旅行中に怪我や病気になったことがあるか

52% 48% 88

（n=88） 旅行業者
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（n=465）
ないある

宿泊施設

旅行業者 宿泊施設（n=46、上記質問で「ある」と回答した旅行業者） （n=217、上記質問で「ある」と回答した宿泊施設）



• 医療機関に行くことが必要になった外国人旅行者に対して紹介する医療機関をあらかじめ決めている
か尋ねたところ、紹介できる医療機関を用意している割合は、旅行業者は9％、宿泊施設は27％にと
どまった。

1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ⑧（平成30年度 旅行業者・宿泊施設向け調査）
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外国人旅行者に紹介する医療機関をあらかじめ決めているか

3554% (19)9% (3) 0% (0)37% (13)

（n=35 医療機関を紹介している旅行業者のみ回答、単一選択）

外国人旅行者に紹介する医療機関を決めている

その他

そもそも紹介する医療機関を決めていない

外国人旅行者に紹介する医療機関は決めていないが、
日本人旅行者に紹介する医療機関を決めているためそれらで対応している

1821% (1)19% (34)53% (97)27% (50)

（n=182、 医療機関を紹介している宿泊施設のみ回答、単一選択）

宿泊施設の付近の病院を
紹介するなど、予め用意
している施設も一部存在

ツアーで訪れる全ての
場所において、紹介す
る医療機関を決めるの

は困難

旅行業者

宿泊施設



• 医療機関へ行く必要のある外国人旅行者への対応として、旅行業者は「医療機関へ同行する」こと
が多く、宿泊施設は「医療機関を紹介する」ことが多かった。

1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ⑨（平成30年度 旅行業者・宿泊施設向け調査）
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医療機関に行くことが必要になった「外国人旅行者」に対して取る対応 （複数回答）

（n=209）旅行業者 宿泊施設

特に何もしなかった
（本人が自力で行くべきところを探した）

薬局・ドラッグストアへ同行した

医療機関へ同行した

その他

薬局・ドラッグストアを紹介した

119番通報した

医療機関を紹介した 89%

44%

0%

61%

12%

4%

35%

52%

医療機関へ同行した 83%

その他

22%

薬局・ドラッグストアを紹介した

43%

医療機関を紹介した

7%

26%

11%

薬局・ドラッグストアへ同行した

特に何もしなかった
（本人が自力で行くべきところを探した）

119番通報した

（n=46）



• 訪日外国人旅行者が怪我・病気になった際の対応で課題と感じている点として、旅行業者は「外国
人対応ができる医療機関が分からない」を挙げる割合が最も高かった。宿泊施設では「会話対応・
通訳が十分できない」を挙げる割合が最も高かった。

1 ．外国人観光客の医療等の実態調査 ⑩（平成30年度 旅行業者・宿泊施設向け調査）
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「外国人旅行者」が病気や怪我になった際の対応について、旅行業者・宿泊施設が課題と感じている点 (複数回答)

（n=475）旅行業者 宿泊施設

9%

宿泊施設のスタッフが医療機関の予約や
事前連絡などに

関わって間に入ると、トラブルに巻込まれる

特になし

その他 3%

12%

医療機関を紹介すると、紹介元として
責任を問われる心配がある

外国人だと分かると医療機関が
受け入れないことがある

46%

38%

12%

会話対応、
通訳が十分できない 73%

18%

外国人旅行者への緊急対応マニュアルが
整備されておらず、

どのように対処してよいかわからない

51%
外国人から「自分の医療保険契約で

使いやすい医療機関はどこか？」
と聞かれても分からない

外国人対応が出来る
医療機関が分からない

30%

外国人特有の感染症などに対して
どう対処するか、の情報がない

48%

旅行会社のスタッフが医療機関の予約や事前連絡などに
関わって間に入ると、トラブルに巻込まれる

外国人特有の感染症などに対して
どう対処するか、の情報がない

外国人だと分かると医療機関が
受け入れないことがある 22%

病気・怪我になった外国人旅行者に対応することで、
ツアーの旅程に変更が生じてしまう／

他のツアー利用者に迷惑が生じる可能性がある
30%

外国人から「自分の医療保険契約で使いやすい
医療機関はどこか？」と聞かれても分からない

22%

16%

外国人旅行者への緊急対応マニュアルが
整備されておらず、

どのように対処してよいかわからない

15%

特になし

医療機関を紹介すると、紹介元として
責任を問われる心配がある

20%

18%

会話対応、通訳が十分できない 47%

外国人対応が出来る医療機関が分からない

42%

その他 4%

（n=125）



・訪日外国人旅行者に、海外旅行保険加入を促すチラシを制作し海外、国内で配布。
・海外配布用と国内配布用の２種類のデザインを作成。それぞれ英語、中国語（簡体字・繁体字）、韓

国語、タイ語の５カ国語。
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日本語訳：
「備えれば、もっと安心
楽しい日本の旅。」

2．旅行保険への加入の勧奨 具体的な取組 ①

①海外配布用
約１万枚（在外公館、JNTO海外事務所等で配布）

②国内配布用
約１２万枚（上陸審査場、観光案内所等で配布）

日本語訳：
「忘れてませんか、
安心への備え。」

日本入国後も
スマートフォンなどから
加入できる旅行保険
があります。

補償内容やサービスが十分な旅行保険に加入していれ
ば安心。

○症状によっては、治療費が高額になるケースがあります
が思わぬ出費に対応できます。

○「通訳サービス」つきの保険なら、日本語が話せなくても
病院で正確に症状を伝えられます。

○「医療機関の紹介・手配サービス」つきの保険なら、適
切な病院にかかることができます。

出発前に、十分な補償がついた旅行保険に加入して、日本の旅を楽し
みましょう。旅行保険などの情報、日本で病院にかかるときの注意点、
外国語の通じる病院リストなどいざという時に役立つ情報サイトはこちら

日本入国後でもスマートフォンなどから加入できる保険の情報に加え
て、日本で病院にかかるときの注意点、外国語の通じる病院リストなど
いざという時に役立つ情報サイトはこちら



①チラシを読んで、日本入国後でも加入できる旅行保険が
あることを理解できましたか

③チラシを読んで、次回日本に訪れる際は、旅行保険に加入しますか

②チラシを読んで、日本入国後でも加入できる旅行保険に
入ろうと思いましたか
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調査方法 ①クルーズ船旅客へのアンケート：
クルーズ船乗船前の待合室でチラシとアンケートを配布。その後、アンケートのみ回収。
②Wi-Fiルーター申込者へのアンケート：
Wi-Fiキットにチラシとアンケート用紙を同梱。ルーター返却時にアンケートを回収

調査期間 平成30年11月～平成31年1月
回答者数 クルーズ船：204、Wi-Fi： 471

2．旅行保険への加入の勧奨 具体的な取組 ②

・チラシを受け取った訪日外国人旅行者にアンケート調査を行ったところ、日本入国後でも加入できる
旅行保険があることの理解につながった他、次回日本訪問時に向けても旅行保険加入の動機付けにつ
ながっていることがわかった。

アンケート調査結果



今年度の具体的な取組

【出国前】（総合対策 取組1-1）
○在外公館のHPで旅行保険加入を勧奨
○在外公館、JNTO現地事務所にチラシ・ポスターを配布
- 12月、在外公館75箇所へチラシ5,000枚及びポスター100枚、
JNTO現地事務所22箇所へチラシ計4,400枚を発送。

【出国後】
（総合対策 取組1-3）
○航空機内、クルーズ船乗船時にチラシ配布

-ジェットスター航空 上海/香港路線等にて12月15日よりチラシ計1万枚を配布。
- クルーズ船上海発路線 にて12月の5日間にチラシ計5,000枚を配布

（総合対策 取組1-4）
○主要７空港の上陸審査場のモニター・サイネージ等で
保険加入勧奨
○主要７空港の入国審査のカウンターにチラシを設置

- 12月より、7空港計4万枚配布

（総合対策 取組1-6）
○有料Wi-Fiルーター申込者へチラシを配布

- 12月7日より、韓国、台湾、欧米からのWi-Fi申込者に計6万枚を配布

○観光案内所等でチラシを配布

上陸審査場

航空機内チラシ配布
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2．旅行保険への加入の勧奨 具体的な取組 ③

ページビュー数

119

ページビュー数

594

ページビュー数

107

ページビュー数

463

ページビュー数

201

・母国からの出国前、出国後の様々な機会を捉えて、チラシの配布やモニターへの表示等により、補償額や付帯サービ
スが十分な旅行保険加入を勧奨。各取組を比較した場合、出国前及び上陸審査場において配布したチラシ、モニター
等から誘導されたページのビュー数が他の取組を上回っており、一定の効果が確認されたことから、今後は出国前・
上陸審査場における取組を重点的に実施する。

在外公館ＨＰで情報掲載

（和訳）日本を訪問される方へ 海外旅行
保険に加入しましょう。
○海外旅行保険に加入しておけば、いざ
というときも安心。心置きなく、旅を楽しめ
ます。
○医療費が高額になる場合もあります。
治療費が十分に補填されている海外旅行
保険に加入しておけば、不安なく治療を
受けられます。
○医療機関の紹介や通訳サービス、
キャッシュレス治療付きの海外旅行保険
をおすすめします。



3．「訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関」の選定

医療機関情報のリスト化 多言語での発信

(※) ＜平成３０年度医療機関選定要件＞
ア．「緊急時対応等が可能である」訪日外国人旅行者受入れ医療機関

以下の（ア）～（ウ）の全ての要件を満たす医療機関を都道府県で最低1カ所以上選定し
てください。
（ア）24時間365日救急患者を受け入れていること
（イ）救急科、内科、外科、小児科を含む複数診療科を有すること（総合病院を想定）
（ウ）少なくとも英語による診療が可能であること（通常診療時間内に、医師が直接英語で

診察、または、日英通訳者を介した診療が可能であること）

イ．「外国語による診療が可能である」訪日外国人旅行者受入れ医療機関
外国人旅行者の訪問状況や医療機関へのアクセスを考慮し、「外国語による診療が可能で

ある」医療機関（医療通訳の有無を問わない）を選定してください。

331

895

1255

1608

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

選定医療機関数の推移

○平成27年度より、都道府県に「訪日外国人旅行者受
入れ可能な医療機関」(※)選定を依頼し、報告のあ
った医療機関をリスト化。

○平成31年度より、厚労省と連携し共通の医療機関リ
ストを整備予定。

http://www.jnto.go.jp/emergency/jpn/mi
_guide.html

URL  

○日本語・英語・中国語(繁体字)
・中国語(簡体字)・韓国語の５言語で発信

○「訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関」の情報は、日本
政府観光局(JNTO)のホームページ及びアプリにて検索可能。

○「訪日外国人旅行者受入れ可能な医療機関」リストについ
て、全国の宿泊施設・観光案内所等へ周知を実施。

○平成31年度より、共通の医療機関リストについての情報を
JNTOホームページ及びアプリに掲載し、周知予定。

(例)沖縄県立南部医療センター・こども医療センター

<掲載情報>
・住所（google mapを表示可）
・電話番号
・診療時間
・ホームページURL
・診療科目及び対応可能言語
・利用可能なクレジットカード

↑JNTOホームページ画面
←JNTOアプリ画面
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運輸局 都道府県名 H29年度末 H30年度末

近畿運輸局

滋賀県 3 3
京都府 32 30
大阪府 58 56
兵庫県 30 48
奈良県 8 6
和歌山県 7 10

中国運輸局

鳥取県 16 16
岡山県 12 16
山口県 16 24
広島県 20 23
島根県 13 14

四国運輸局
徳島県 28 34
香川県 12 25
愛媛県 11 12
高知県 6 8

九州運輸局

福岡県 42 45
佐賀県 11 21
長崎県 8 16
熊本県 10 21
大分県 7 8
宮崎県 34 36
鹿児島県 40 46

沖縄総合事務局 沖縄県 10 10
総数 1,255 1,608

3．(参考)「訪日外国人受入れ可能な医療機関」の都道府県別推移

（参考）各都道府県の医療機関リスト登録件数一覧

運輸局 都道府県名 H29年度末 H30年度末
北海道運輸局 北海道 38 46

東北運輸局

青森県 8 8
岩手県 3 3
宮城県 10 13
秋田県 8 23
山形県 22 23
福島県 3 13

関東運輸局

東京都 267 274
神奈川県 47 70
千葉県 22 31
埼玉県 46 55
茨城県 69 81
栃木県 25 35
群馬県 61 73
山梨県 19 41

北陸信越運輸局
新潟県 18 18
富山県 6 9
石川県 31 34
長野県 24 28

中部運輸局

愛知県 8 9
岐阜県 20 24
三重県 3 101
静岡県 34 37
福井県 29 31 16
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